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第５回 小竹町水道事業運営審議会 会議録 

（公開用・詳細版） 
 

開催日時 令和７年１１月２６日（水曜日）１０時００分～１０時５５分 

開催場所 小竹町役場 ２階 多目的室 

出席者 

【委 員】出席委員 ：７名 

欠席委員 ：２名 

【事務局】上下水道課：４名 

配付資料 

 

資料１  料金体系（案２）について 

資料２  料金表（案）一覧 

資料３  県内自治体比較一覧 
 

議事要旨 

１ 開会 

【会 長】皆さん、おはようございます。本日は、２名の委員さんから欠席の届け出がござ

いました。ですが、委員の半数以上の方にご出席いただいておりますので、会議は成立いた

します。それでは、第５回水道事業運営審議会を開催したいと思います。まず、審議に入る

前に傍聴についてお諮りしたいと思います。第 1回の審議会で傍聴を認めるかどうかについ

ては、審議内容により都度決定するとさせていただいております。今回も、ご意見をいただ

きたいと思いますが、料金改定案についての審議ということで、まだ決定していない情報、

それらが流れてしまうと住民の方に誤解や混乱を生んでしまうということで、今回の審議会

についても非公開ということにしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（異議なし） 

それでは非公開とすることにいたしたいと思います。 

 

２ 審議事項 

 ⑴ 料金体系（案）について 

【会 長】それでは、審議事項 1「料金体系（案）」について、事務局説明をお願いします。 

【事務局】資料１「料金体系（案２）について」の１ページをお願いいたします。 
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前回審議会の中で二段階改定についてのご意見があり、その際に私の方から一度の改定より

改定率としてはより高くなるとご説明をしておりましたが、今回具体的な数値を試算してお

りますので、ご説明をいたします。今回は３通りの改定時期で試算をしております。１つ目

は第３回審議会で決定したとおりの令和８年１０月に一括で５３％の改定を行うもの。２つ

目は令和８年１０月に３０％の改定を行い、１年半後の令和１０年４月に２回目の料金改定

を行うもの。３つ目は令和８年１０月に３０％の改定を行い、２年半後の令和１１年４月に

２回目の料金改定を行うものです。改定時期の始まりは全て令和８年１０月にしております

が、こちらは以前財政状況の中でご説明したとおり、令和８年度中に資金不足の可能性があ

るため、改定時期をそれ以降とすることは難しいためであります。下に供給単価の推移をグ

ラフで表しております。供給単価は有収水量１㎥あたりの収益であり、１㎥をいくらで販売

しているかの平均販売価格となります。①のパターンの令和８年１０月に５３％改定を一度

で実施した場合、供給単価は３２７．７４円となります。②のパターンの令和８年１０月に

一度目の３０％改定を行った場合、供給単価は２７８．４７円となり、令和１０年４月の二

度目の改定の際には、令和８年の改定後の水道料金に対して３４％の改定、令和７年度水道

料金と比較すると７４％の改定となり、供給単価は３７４．６３円となります。③の場合は

令和１１年４月の二度目の改定の際には、令和８年の改定後の水道料金に対して５２％の改

定、令和７年度水道料金と比較すると９８％の改定となり、供給単価は４２４．８６円とな

ります。総括原価方式により令和８年度から令和１２年度までに必要な料金収入が決まって

いるため、改定時期を二度に分けると、二度目の改定率は改定を一度で実施する場合より高

くなります。②と③で比較すると、③は２回目の改定時期を遅くしていますので、改定率は

より高くなります。また、経営管理の視点から考えましても、資金残高が少ない状況が一度

で改定を実施するより長く継続するため、経営の安定化が遅れることになります。 

２ページをお願いいたします。第４回審議会で検討を行った結果について整理しておりま

す。決定した事項の一つ目は口径別を採用せずに用途別を継続すること、二つ目は基本料金

と従量料金の割合については理論値にこだわらずに料金体系を決定することです。第４回審

議会で議論は行いましたが決定には至らずに第５回審議会で検討が必要な事項としては、一

つ目が家庭用基本水量の設定について、二つ目が改定率５３％の料金体系への反映方法につ

いてです。 

３ページをお願いいたします。基本水量を決定する必要がありますので、今回県内自治体の

家庭用の基本水量についての状況をまとめております。まず基本水量の設定方法ですが、基

本水量がない団体、基本水量が１段階の団体、基本水量が２段階の団体の３つに分かれま

す。７０％以上の団体は基本水量を１段階で設定しています。本町と同じ基本水量が２段階

の団体は１０％のみとなっています。次に基本水量を１段階で設定している団体での基本水

量を何㎥に設定しているかについてです。最も多いのは１０㎥で４３％です。次に多いのが

８㎥で３８％です。約８０％の自治体が基本水量に１０㎥または８㎥を採用しています。 

４ページをお願いいたします。基本水量２段階に設定している団体の１段階目の基本水量の

設定状況ですが、本町が設定している３㎥は県内で最も少ない水量であり、１団体のみで
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す。６団体中の半数は５㎥で設定しています。次に２段階目の基本水量の設定状況ですが、

６団体中の５団体は１０㎥に設定をしています。 

５ページをお願いいたします。家庭用基本水量の考え方について整理をさせていただきたい

と思います。基本水量制度の成り立ちですが、公衆衛生の向上、生活環境の改善という観点

から、一定の水量を付与し、当該部分に係る料金の低廉化を図る目的で導入されました。本

町の現状ですが、基本水量 1段階目を３㎥と設定していますが、県内自治体において３㎥を

基本水量として設定しているのは本町だけです。また、本町での３㎥以下の使用水量内訳

は、０㎥が４５％、１㎥が１９％、２㎥が１７％、３㎥が１９％で８割以上が２㎥以下とな

っていることから、３㎥以下の利用者で生活実態のある利用者の割合は非常に少ないと考え

られます。このような状況から検討の方向性としては、１段階制、２段階制のどちらを採用

するにしても、基本水量については現在の生活実態に即した形で検討を進める必要がありま

す。 

６ページをお願いいたします。次に改定率５３％の料金体系への反映方法についてです。 

以前にご説明したように水道法及び公営企業法において、「水道料金は公正妥当なものであ

ること」と定義されています。第４回審議会において、「一律５３％改定」と「基本水量を

８㎥（１０㎥）に統一」とする料金体系についてそれぞれ支持する意見がありましたが、

「公正妥当」の考え方についての整理が必要であると考えられます。まず、一律５３％の改

定についてです。全ての利用者に対して公正に改定を実施します。一方で空き家等が「一律

５３％改定」と「基本水量を８㎥（１０㎥）に統一」とする料金体系についてそれぞれ支持

する意見がありましたが、「公正妥当」の考え方についての整理が必要であると考えられま

す。次に基本水量を８㎥や１０㎥に統一した場合についてです。改定後の全体の料金が公正

妥当なものとするために改定します。一方で現在の料金体系からの調整を行うため、使用水

量によって料金の改定率が異なります。 

７ページをお願いします。前回提示しました料金体系（案）をベースに審議結果を踏まえ

て、６つの案を作成しています。料金表は資料２「料金表（案）一覧」にまとめていますの

で、あわせてご覧ください。 

まずパターン①ですが、こちら基本水量は現在の料金体系のままとした一律で５３％の改定

を行ったものです。ただし、工場用については企業誘致の観点から従量料金は据え置き、そ

の分基本料金の改定率を上げています。パターン②ですが、こちらはパターン①と比較して

１段階目の基本水量を３㎥から５㎥に上げています。基本水量が増えましたので、１段階目

の基本料金が１，０００円から１，４００円に上がっています。パターン③は単一型である

従量料金を逓増型に変更し、２０㎥以下よりも２１㎥以上の従量料金を高く設定していま

す。従量料金が①・②より安価になるため、基本料金は高くなっています。 

パターン④はパターン③と比較して１段階目の基本水量を３㎥から５㎥に上げています。基

本水量が増えましたので、１段階目の基本料金が１，２８０円から１，５００円に上がって

います。パターン⑤は基本水量を８㎥に統一したものです。従量料金はパターン③・④と同

じく逓増型あとしています。パターン⑥は基本水量を１０㎥に統一したものです。パターン
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⑤と比較して、基本水量が増えましたので、基本料金が２，０００円から２，３００円に上

がっています。表の右側には基本料金割合と従量料金割合を記載しています。パターン①と

パターン②については現行料金体系に一律５３％改定となるため、現行料金の割合から変更

はありません。パターン③以降については基本料金割合が高くなっており、特にパターン⑥

では基本水量を１０㎥と最も多い設定となるため、基本料金の割合は最も高くなります。 

８ページをお願いいたします。３㎥から５０㎥までの１０段階の水量での各パターンでの家

庭用料金です。パターン①から④においては基本水量を３㎥または５㎥と少なくしているた

め、３㎥での料金が安くなっています。パターン②とパターン④において５㎥が１段階目の

基本料金内となるため、改定率が非常に低くなります。パターン⑤と⑥においては基本水量

を多くしているので、３㎥の料金が高くなりますが、２０㎥以上の料金が①から④より安く

なっています。 

９ページをお願いいたします。こちらは人数別の料金イメージです。７ページから８㎥、１

５㎥、２０㎥、２３㎥を抜粋したものです。 

資料３「県内自治体比較一覧」をお願いします。改定前と改定後の県内他自治体との料金比

較資料です。 

1 ページをお願いします。基本水量３㎥で一律５３％改定のパターン①です。 

現行で県内２番目に安価な３㎥については、改定後においても県内平均額を下回る額とな

り、順位も半分より上となります。10㎥までについては県内で最も高額とはなりません

が、順位は下位の方となります。一律５３％の改定となるため、従量料金が発生する利用者

の料金が高くなります。２０㎥については６，０００円を超えます。２０㎥は水道の統計資

料や報道でよく使用される数値となりますが、２０㎥で６，０００円を超える団体は全国で

１５団体のみとなっています。 

２ページをお願いします。５㎥が特徴的となっており、現行では二段階目の基本料金である

ものが、1段階目の基本料金となるため、現行と改定後の差が非常に小さくなっています。

８㎥以降はパターン①と同じです。 

３ページをお願いいたします。従量料金に逓増制を導入するため、１０㎥までの金額が①、

②より高くなります。２０㎥以上については①・②より抑えられますが、県内高額よりさら

に高額となります。 

４ページをお願いいたします。５㎥が基本水量内となるため、現行と改定後の差が非常に小

さくなっています。 

５ページをお願いいたします。基本水量を８㎥に統一するため、全体としての県内順位が同

じような位置となります。２０㎥については県内で最も高額となりますが、５，６９０円に

抑えられる形となります。 

６ページをお願いします。基本水量を１０㎥に統一するため、パターン⑤より基本水量内の

料金は高くなります。その分で従量料金が発生する水量の料金は抑えられます。説明は以上

となります。 
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【会 長】はい、どうもありがとうございました。前回の審議内容を踏まえて修正追加等して

いただきました。この内容について、ご意見あるいはご質問等ありましたら委員の皆様方か

らお願いしたいと思います。 

【委 員】いいですか、質問ですが。資料１の１ページのグラフですが、これは今後５年間の

収支と捉えていいですね。とすれば、仮にこれを１０年間の収支と捉えたときにはグラフは

若干緩やかになるという風に理解していいですか。 

【事務局】５年間の収支を見て作成していますけれども、そこからさらに５年間の収支となり

ますと、計算してみないと分からないところはありますが、現在、給水収益が減ってきてお

り、費用としても様々なものが上昇しておりますので、収益が減って費用が増えるという形

になっていきます。令和１３年度以降を見通すとより収支としては厳しい状況になります。

総括原価を算定する場合の期間は３年から５年と言われていますが、あまり長く期間をとり

過ぎますと、特に今の経済状況からも物価上昇もあり、現実と数値が乖離する可能性がある

ためです。今回は推奨される３年から５年の中で、最も長い５年を採用しております。 

【委 員】ということは、我々としてはこの５年のグラフをある程度見通しができるものと判

断して考えたらいいということですね。 

【事務局】総括原価の説明の際に申し上げましたが、５年ごとに見直すサイクルを繰り返すこ

とになります。収益や費用が上がる、下がる可能性も否定はできませんが、もちろん総括原

価の見直しで経営状況が良くなった場合には料金も見直す可能性もあります。 

【委 員】わかりました。 

【会 長】他にございませんか。では、まず決定したいのは、段階を分けて改定を実施する

か、それとも一度に実施するかということです。今回試算をしてお示ししていただいており

ますが、皆さんいかがでしょうか。 

【委 員】私としては、改定は１度に行うのが良いと思います。先ほど事務局が言われたとお

り、１０年といったような形ではなく、５年の計画で１年１年状況を見て経営をどう良くす

るか考えていくことが、会計士としての目線から見ても最善かと思います。 

【委 員】今、言われたように、一括で行うのがいいと思います。というのは、今後人口が減

少していくと考えると、今以上に経営が厳しくなるとも思われるので、この際先送りはせ

ず、一段階で改定する方針がいいと思います。 

【会 長】委員、いかがですか。 

【委 員】そうですね。今日の話を伺うと、やはり段階を踏まずに１回の方がいいかなと、私

もそう思います。 
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【会 長】他にご意見はございませんか。でしたら、①の改定、令和８年１０月にということ

で確認したいと思います。それでは次に、基本水量の決定と。現在は３㎥と１０㎥というこ

とで二段階に分けられていますが、これを一律にするか、また、水量をいくらにするか。事

務局からはそれぞれ分析をして提案していただいております。以前から話が出ているよう

に、３㎥については現実的ではないと。また、二段階にするということも、現状から考える

とないのかなという気はしています。そうなると、どこで切るかということになりますが、

８㎥か１０㎥か。そうなるとパターンとしては①から④以外となりますが、これについてお

考えがあれば。 

【委 員】今までの話を聞く限り、パターン⑤の８㎥に統一か、パターン⑥の１０㎥に統一

か。この二択ではないのかなと思います。 

【会 長】ほかにありますか。前回の話の中で新たにパターンも加えていただいております

が、そうではなくて、基本水量を統一させてというパターン⑤ないしは⑥ということ。この

方針で進んでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

ではその方向で進めたいと思います。８㎥か１０㎥かということで料金が変わってくるとい

うことになります。先ほど事務局から説明がありましたが、大体２０㎥の金額が統計的に用

いられるということです。例えば２０㎥の値はパターン⑤であれば４２％、パターン⑥で見

ると５，５１０円、改定率として３７％と抑えられていますが、反面、使用水量の少ないと

ころは基本料金が変わりますので改定率は大きくなる。このような点を見て頂いて。 

【委 員】資料１の８ページ目の使用割合を見ると、４から１０㎥の利用者が１０．２％、１

１から２０㎥の方が３３．３％なんです。１０㎥と２０㎥を基本に考えると、パターン⑥の

方が若干安いのかなと。私はパターン⑥の方がいいのかなと思います。ただ基本料金は変わ

りますので、３㎥の方は負担が大きくなるんですけれど、使用実態からみると、パターン⑥

の方が、使用者にとってはメリットがあるのかなと思います。 

【会 長】多分、使用水量ゼロという方は主に空家ということでしょうか。 

【事務局】そうですね。水量ゼロについては空家と考えております。１、２㎥についてもお一

人暮らしで節水したとしてもなかなかそれ以内での生活は厳しいと思われます。よくあるの

が、元々ご両親などがいらっしゃったお宅に月に一、二度来られて掃除をするといった使用

状況ではないかと思われます。ご説明した東京都の調査でも一人当たりの使用水量が８トン

といった結果も出ています。使用状況ではそれより少ない方もいらっしゃるかもしれません

が、３トン以下というのはなかなか少ないのかなと思います。 

【会 長】８㎥の設定は、一人暮らしをイメージした設定ということですね。 
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【事務局】そうです。１０㎥については、元々の基本料金の二段階目ということと、県内の状

況を見て１０㎥の設定が多いということがあります。料金案の１０㎥を見ますと、パターン

⑤については８㎥の基本料金に加え、従量料金が２㎥分生じるため、ここについては基本水

量の狭間にあって改定率が大きくなります。１０㎥以上になるとパターン⑥の改定率は抑え

られます。また、基本料金が上がるので、その双方を見ていただいて、⑤か⑥かご議論いた

だければと思います。 

【会 長】今、二段階目の１０㎥というのが基本水量としてありますので、新たに設定すると

いうようは、現行の１０㎥を残して一段階に集約する方が、料金体系としては分かりやすい

というのもありますね。 

【委 員】経営的に見ても、従量料金が増えるよりは、基本料金が増える方が経営的に安定す

ると捉えて、⑥がいいかなと思います。 

【事務局】確かに基本料金の割合が高まると経営の安定化につながるとお話をさせていただき

ました。契約件数が減るとどうしようもありませんが、件数がそのままであっても、節水器

具の普及によって使用水量が減ったり、本町の状況として世帯人数が減少傾向にあったりと

いうこともあります。そうなると、基本料金割合が高まると、その分経営的には安定化につ

ながるかなとは思います。 

【委 員】ちなみに直方市は基本水量は１０㎥ですか。 

【委 員】はい。 

【委 員】そういった他の団体の状況もありますよね。説明では４３％が１０㎥の設定です

し。料金からみてもパターン⑥の方が若干安いというのもあります。私もパターン⑥の方が

いいかなと思います。 

【会 長】パターン⑥というご意見が出ています。先ほどのご意見のように、パターン⑥とい

うことは、基本料金を１０㎥に一本化する、他団体の状況もある、金額等メリットも色々と

あるということですね。ただ、気になるところは、資料を付けていただいておりますが、県

内での順位は非常に高くなると。ただ、これをそのまま見るんじゃなくて、これまで料金改

定をしてこなかったという事情や、他の自治体もこれから改定が行われていくでしょうか

ら、他団体が直近でいつ改定したのか、そういった情報を調べて入れて頂くと多分、うちが

先頭を切って改定に取り組んでいる、他団体も今後改定する可能性があるということが分か

ると思います。それから、改定率が高くなるということで町民の方の負担が上がることで、

前回までも、一般会計から繰入を行ってはどうかというご意見が出ています。この件につい

て皆さんどのようにお考えか、お聞かせいただきたいと思います。 

【事務局】当審議会でも、早い段階から一般会計からの繰入についてご意見を頂戴しておりま

した。今後答申をいただきまして、急激に料金が上がるところもあるということも踏まえな
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がら、町当局とは繰入について協議をして参ろうと考えております。事務局としても、よろ

しければご意見を参考までにお聞きできればと思いますが、もし繰入が叶いましたならば、

満遍なくであったり、一部を厚めにであったり、その他の方法等もあると思われます。本来

この部分については福祉的な視点や、その他さまざまな視点から町当局が考えていくもので

はあるのですが、審議会としてのご要望や意見などが特におありでしたならば、お伺いでき

ればと思っております。 

【会 長】はい。繰入があるとすれば、の仮定条件ではありますけれども特にご意見があれば

皆さんからお聞かせいただければと思います。 

【委 員】はい。特殊な事情といいますが、例えば家は構えているけれども施設に入所してい

る、だけど家族が管理しているといった場合が出てきています。そういう家庭については減

免措置を設けるようなことはできないかなと思います。それ以外の普通の世帯については、

決めたとおりにやってもらうと。 

【会 長】節水という面で言えば、各家庭に節水コマを、などもありますね。 

【事務局】そこまでは事務局としては想定していないところです。先ほどの減免についてです

が、水道料金は使った水の分だけかかるもので、そのほか施設を維持するのにも費用がかか

ります。ですので、減免については繰入の額や経営面、できるかどうかを含めその他いろん

な側面から調査は必要かと考えています。 

【委 員】確認ですが、今回の料金改定の制度設計自体は確定、確立させておく。一般会計か

らの繰入があれば、それはあくまでも臨時的なものでしょうから、極端に今回料金が上がる

ところについて充てる、というのがいいんじゃないかなと思います。 

【会 長】一般会計が繰り出すのが来年度のみなのか、複数年可能なのか、ずっとなのか、そ

こによっても違うと思います。 

【事務局】おっしゃるとおり、繰出が一回きりのものなのか、５年間は少なくともいただける

のかなど、そこのところも含めこれからの協議ですので、答申をいただいた後、しっかりと

協議をして参りたいと考えております。 

【委 員】前回も話がありましたけれども、国からもそういった交付金もあるというようなこ

とでしたが。 

【事務局】前回加藤委員からお話がありましたけれども、現在国で経済対策として打ち出され

るとされている「重点支援交付金」というもので、そのうち地方が自由にメニューを選べる

ものの例示として、水道料金の減免が示されているようにはありますが、まだ確定的な通知

ではございません。現時点ではおそらくこういうものがあるであろう、という段階です。今
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後、具体的なものが示されていくと思われますが、まだ時期なども未定でございます。もち

ろん有利なものがあれば、水道事業としても活用を要望していきたいと考えております。 

【委 員】家庭を持つ者とすれば、子どもが多い世帯については配慮してあげないと、お風呂

とか、使う水の量からすると厳しいかなと思います。生活保護なんかもですね、配慮してあ

げる必要はあるかなと思います。 

【委 員】そういう福祉的な姿勢も大事と思うんですけども、施設整備に充てるとかいうの

も、長い目で見れば必要かなと思います。 

【会 長】世帯に対してだけじゃなくて、保有施設の方もメンテナンスが必要だということで

維持管理費用に充てる方法ですね。いろいろな可能性はありますね。 

【委 員】一般会計からの繰入については協議中ということで、独立採算制で基本はやはり５

３％。もし繰入があればですね、先ほどお話のあった子育て世帯や生活保護の方に充てると

いう考えもありますし、繰入金を使って施設の更新に充てるっていう方法もあります。 

【委 員】皆さんの意見でほぼ出尽くしたところですけど、私としてはやはり大幅に料金が上

がるところに重点的に充てるというのが間違いないかなと思います。 

【会 長】ありがとうございました。では本日決まりましたことですが、料金体系としてはパ

ターン⑥となりました。繰入についてはまだ決まっていないということですが、皆さんから

の意見も、参考として伺いました。それでは、審議事項については以上になります。事務局

からその他あればお願いします。 

【事務局】次回の審議事項としましては、答申書案及び経営戦略案についてとなります。よろ

しくお願いいたします。 

【会 長】それでは以上で第５回小竹町水道事業運営審議会を終了いたします。皆さん、あり

がとうございました。 

 

～  閉会  １０時５５分   ～ 

 

 

 


